
（別紙３）

～ 2025　年　3　月　31　日

（対象者数） 5名 （回答者数） 4名

～ 2025　年　3　月　31　日

（対象者数） 10名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 より専門性を高めるために外部研修への参加を検討する

2 外部や社内の社会資源を利用した社会体験企画の実施

3 活動のバリエーションを広げていくための環境整備

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
SNS等による活動内容の発信

保護者へのマニュアルの共有の徹底

2 定期的（年2回）の保護者会の実施を行う。

3
地域のイベント等にも積極的に参加できるように体制を整え

ていく

○事業所名 社会体験スタジオSkills南茨木

○保護者評価実施期間
2025　年　2　月　1　日

○保護者評価有効回答数

2025　年　2　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025　年　3　月　31　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのない子ども

と活動する機会の少なさ
地域交流の機会を設定できていない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュ

アルを策定し、保護者に周知・説明
保護者、利用児童への発信不足

保護者同士で会話する機会の少なさ 保護者会が定期的に実施できていない

職員の配置数や専門性 定期的なスタッフ間での勉強会

社会性を高めるためのプログラムやイベント企画の実施 チームでのイベントやプログラム企画立案

児童の通所モチベーションの高さ（居場所機能） 児童の興味関心に寄り添った関り、活動スケジュール決め

事業所における自己評価総括表公表


